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1 国連では総人口に占める 65 歳以上の人口の割合を高齢化率といい、7％を超えると「高齢化社会」、14％を超える
と「高齢社会」、21％を超えると「超高齢社会」と定義されている。
2 「人口ボーナス」とは、総人口に占める生産年齢人口の割合が上昇し、経済成長が促進されることを指す。それに


























は、す で に 終 わ っ て い る 日 本 に 続 き、
NIEs ほかタイ、中国などが終了しており、
ASEAN 諸国ではマレーシア、インドネシ








　日本は 1980 年に高齢者率 8％で先進国の中で一番若かったが、2005 年までに同率 20％で、
3 経産省ウェブサイト https://www.meti.go.jp/press/2019/09/20190911008/20190911008.html（20 年 9 月 1 日閲覧）





日本 1930-35年 1990-95年 39,306
中国 1965-70年 2010-15年 9,580
韓国 1965-70年 2010-15年 33,429
台湾 1960-65年 2010-15年 24,971
香港 1965-65年 2010-15年 48,517
シンガポール 1965-65年 2010-15年 64,041
タイ 1965-70年 2010-15年 7,448
マレーシア 1965-70年 2030-35年 11,080
インドネシア 1970-75年 2020-25年 3,871
フィリピン 1960-65年 2040-45年 3,104
ベトナム 1970-75年 2015-20年 2,590
インド 1965-70年 2035-40年 2,036
人口ボーナス期間（年）
（出所）UN,Worlde Population Propects:The2008 Revision PopulationData、IMF、台湾統計局の統計
データを基に筆者作成
表1アジアの高齢化率の推移
1980年 2000年 2010年 2015年 2020年 2030年 2050年
日本 8.9 17.0 22.5 26.0 28.4 30.9 37.7
中国 4.7 6.8 8.1 9.3 12 16.9 26.1
韓国 4.1 7.2 10.7 12.9 15.8 24.7 38.1
タイ 3.7 6.5 8.9 10.6 13.0 19.6 29.6
インドネシア 3.6 4.7 5.0 5.4 6.3 9.2 15.9
ベトナム 5.3 6.4 6.5 6.7 7.9 11.9 20.4
フィリピン 3.2 3.3 4.1 4.6 5.5 7.6 11.8
インド 3.6 4.4 5.1 5.6 6.6 8.6 13.8
シンガポール 4.7 7.3 9.0 11.7 15.1 23.3 33.9
香港 5.9 11.0 12.9 15.1 18.2 26.3 34.5
（注） 2020年以降は出生率・死亡率とも中位で推移した場合の予測値。








日本 1970年 1994年 24年
中国 2002年 2026年 24年
韓国 2000年 2018年 18年
シンガポール 1999年 2016年 17年
タイ 2002年 2024年 22年
マレーシア 2020年 2043年 23年
インドネシア 2018年 2039年 21年
フィリピン 2028年 n.a. n.a.
香港 1983年 2014年 31年
台湾 1993年 2018年 25年
（注）倍加年数とは老年人口の全人口に占める割合が7％から14％になるのに要する年数のことを指す。






先進国最長寿国を争うようになった。今後もこのトレンドは続き、2030 年に人口の 3 割超、
2050 年までに 4 割が高齢者の社会に突入すると予測されている。総務省がまとめた 2020 年 8
月 1 日現在の人口推計によると、65 歳以上の人口は総人口（1 億 2,593 万人）の 28.7％（3,613
万人）を占め、このうち、75 歳以上の人口は同 14.8％（1,868 万人）、80 歳以上の人口は同 9.1％
（1,156 万人）、100 歳以上は同 0.06％（8 万人）を占め、いずれも過去最高となっている。一方、









総人口の 27.2％にあたる 4 億人に達する見通し。一方、国連の人口予測によれば、中国の高齢
人口は 2025 ～ 30 年に 2 億人、2035 ～ 40 年に 3 億人を超え、2040 年までの高齢人口の増加率
は年平均 3.0％を超えるとされており、いずれも中国の高齢化は深刻度を増すと予測している。
　大泉啓一郎氏5 の国連人口推計に依拠した試算によると、中国の若年労働人口（15 ～ 29 歳）









働市場、未成熟な公的年金制度など、多くの問題を抱えている6。韓国統計庁が 2019 年 3 月に
発表した人口推計によると総人口は早ければ 2019 年の 5,165 万人をピークに減少に転じ高齢
者人口の割合は 2065 年 46% に達し、経済協力開発機構（OECD）加盟の先進国のなかで首位






ている。因みに、2016 年の台湾と韓国の合計特殊出生率はいずれも 1.17 と、いずれも人口置
5 大泉啓一郎「東アジアの少子高齢化と持続的経済発展の課題―中国とタイを対象に」、『アジア研究』（Vol.52, 
April 2006）71 ページ参照。







約 1 割から 2030 年代には 2 割を上回り、アジア主要新興国のなかで最も速いペースで高齢化
が進むと予想されている。2020 年以降は高齢者への社会的な扶養負担が急上昇し所得が十分
上がらないうちに、超高齢社会を迎える可能性が高いと見られている。一方、若年労働人口が
2005 年の 36.6％から 2030 年は 29.6％に低下するとの予測がある。その背景には、「家族計画」7 
のほか、経済発展によるライフスタイルの変化により急速な出生率の低下が主要因である8。
（6）マレーシア・インドネシア・フィリピン・ベトナム
　2015 年時点での 3 カ国の高齢化率は、それぞれマレーシア 5.9％、インドネシア 5.4％、フィ
リピン 4.1％と、スピードの違いはあるものの、いずれも高齢化が進展している。マレーシア
とインドネシアは 2020 年頃に高齢化社会に仲間入りすると見られているが、3 カ国の出生率
は依然「人口置き換え水準」（2.1）を上回っており、人口ボーナス期も 2025 ～ 45 年代まで続
く見通しである。一方、ベトナムは、2005 年時点での合計特殊出生率は 2.1 前後であったが、
人口ボーナス期は 2020 年に終わると予想されている。また、ベトナムの統計総局（GSO）に
よると、同国では満 60 歳以上を高齢者と定義しているため、2011 年に高齢化社会に突入し、
















響している。この結果、出生率は足元で 1.5 弱に低下しており、労働力人口は 2010 年代前半をピークに減少に転
じている。
8 熊谷 章太郎「急速な高齢化への対応を進めるタイ―中所得国型高齢化対応の成功事例となれるか―」『環太平洋



























2012年 2020年 2012-2020年 2012年
中国 11,710 41,588 17% 488,700
タイ 791 2,166 13% 1,151
インドネシア 470 1,752 18% 353
マレーシア 635 1,370 10% 639








る。また、高橋氏（2020 年）注目されるのは、「新高齢者」（60 ～ 69 歳）と呼ばれる高齢者層
である。比較的経済力があり年間年金受給総額は 2020 年に 7 兆元（約 110 兆円）、2030 年に
は 22 兆元（約 350 兆円）に達すると予想され、これらの高齢者が消費者となる「高齢者消費」
市場も相応の規模になると予測されている。新華社の報道によると、中国国内の介護施設数は
2012年の4.43万カ所から2017年9月までに14.46万カ所となり、過去5年間で2倍も増加した（新



























































（1） 新華網「我国養老機構数超 14.46 万家、5 年増長超 2 倍」
 http://www.xinhuanet.com/fortune/2018-02/22/c_1122437559.htm（2018 年 2 月 10 日閲覧）
（2） 朱琳慧「2018 年養老院行業市場現状与発展前景分析　供不応求矛盾亟待極待解決」前瞻 学人网、
https://www.qianzhan.com/analyst/detail/220/190111-3258e495.html （2018 年 2 月 10 日閲覧）
（3） JETRO「ヘルスケア・ビジネスの ASEAN 展開～健康・老後に係る制度、ミレニアル世代の意識を
理解し、戦略構築を～」 
 https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Reports/02/2018/e999e1cbfd5a7b1f/report.pdf（2020 年 8 月
12 日閲覧）
（4） 高橋海媛「拡大する中国・高齢者消費市場」、三井物産戦略研究所、2020 年 2 月
 https://www.mitsui.com/mgssi/ja/report/detail/_icsFiles/afieldfile/2020/05/22/2002c_takahashi.pdf
（2020 年 2 月 1 日閲覧）
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